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芸術歌曲としての「こもりうた」と生活の中の「こもりうた」
一山田耕搾編作曲による「中国地方の子守歌」を例に一
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芸術歌曲には、洋の東西を問わず生活の中で古くから歌われてきた旋律に基づく曲が多い。 学校音楽
教育においてそのような曲を学習する際には、芸術的視点からの表現や鑑賞だけでなく、そのもとにな
った旋律（以下、元歌）との関係で捉える学習も重要であると考える。
そこで本研究では、山田耕搾編作曲「中国地方の子守歌」とその元歌を事例として、芸術歌曲の「こ
もりうた」と生活の中で歌われてきた「こもりうた」の関係について考察した。 その結果、旋律に関し
ては元歌と山田の編作曲では大きな遣いはみられないものの、音楽構造上の大きな相違点が、歌に関す
る音楽表現の工夫（音域、音質、強弱法、リズム換作、音高換作、テンポ操作）とピアノ伴奏の付加の
2点で存在することが明らかになった。
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芸術歌曲には、洋の東西を問わず、人々の生活の
中で古くから歌われてきた歌をもとにしている曲が
多い。例えば、西洋ではブラームスによる「ピアノ
伴奏をつけた子どもの民謡」がある。 その中の「眠
りの精」は日本でも広く親しまれている。 日本でも
同様に多くの作曲家によって民謡等の編作曲が手が
けられている。 「こもりうた」では、間宮芳生の「子
守唄」や福島雄次郎による「五木の子守歌」山田耕
符の「中国地方の子守歌」等が挙げられる。 それら
の作品には元歌と芸術歌曲という関係がみられる。
そもそも、「こもりうた」（注1）は子どもを寝か
しつけたり、あやしたりする目的で歌われる歌であ
る。その歌を聞きながら育った人々があり、その歌
を歌って子どもを育てた人々がいる。 一方、編作曲
による作品は、「子守歌」と題されていたとしても、
元歌のように子どもを寝かしつけたり、あやしたり
する目的で作られたわけではない。
ここでこれまで学校音楽教育を振り返ってみると、
歌の芸術的な側面を取り上げて鑑賞したり、音楽表
現を芸術的に深めようとする活動が多からた。 しか
しながら、音楽に対する全般的な理解を深めるため
には、芸術歌曲について、そのもととなった旋律（以
下、元歌）との関係で捉えるという学習も重要であ
ると考える。そこで本研究は、山田耕搾編作曲「中
国地方の子守歌」とその元歌を事例として、芸術歌
曲の「こもりうた」と生活の中で歌われてきた「こ
もりうた」の関係を明らかにすることを目的とする。
「中国地方の子守歌」の元歌は、岡山県井原市や
岡山県小田郡矢掛町周辺をはじめ、瀬戸内海の芸予
諸島等で古くから歌われてきた旋律であるといわれ
ている（友久・原田1984：210、214－215、立石1985：
39）。ただし、山田耕梓が聞いたのは岡山県井原市高
屋出身の声楽家、上野耐之による歌唱であったこと
から、岡山県井原市に伝承されてきた旋律が「中国
地方の子守歌」の元歌であると考えられる（注2）。
本研究では、上野耐之のいとこにあたり、自らも
幼少期に元歌を聞いて育ったと共にその歌を歌って
子どもを育てた経験をもち、「正調の元歌を歌える初
代伝承者」として「全国子守唄サミット」等で歌っ
てこられた岡田妙子さん（岡山県井原市高屋在住）
の歌唱を対象として、元歌と山田耕作の編作曲につ
いて比較・考察を行う（注3）。
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譜例1山田耕搾編作曲による「中国地方の子守歌」とその元歌の比較総譜
＊譜例では元歌と山田の旋律の異なる箇所について、番号を付して示した。
1山田耕搾編作曲による「中国地方の子守歌」とそ
の元歌の比較（共通点と相違点）
分析対象にする元歌について、歌詞の1番は、私
が元歌の伝承者である岡田妙子さん（岡山県井原市
在住、前述の上野耐之のいとこ）に行ったインタビ
ュー時の歌唱（2002年7月26日、当時、岡田さん
92歳）を用いる（注4）。
その時歌われなかった2、
3番については1998年の東海テレビ制作「歌い継ぐ
心」に出演時の岡田さんの歌唱を採譜し、資料とし
て用いることにする。なお、ここで呈示する比較総
譜（譜例1）では、拍子、リズム単位、調号を便宜
的に山田耕作編作曲に合わせることにした。
元歌と山田の編作曲では、いくつか共通点と相違
点が認められる。それらを整理すると表1のように
なる。共通点についてみてみると、旋律にはほとん
ど変わりがない。このことは、山田の「中国地方の
子守歌」の編作曲における大きな特徴の一つといえ
よう。また、相違点は大きくまとめると、歌に関す
る表現の工夫とピアノ伴奏の付加の2点である。 元
歌が芸術歌曲になった時に、どのように変化したの
かを分析したい。
表1元歌と山田の編作曲の音楽構造上の共通点と相違点
2　山田耕符の編作曲（元歌から芸術歌曲へ）
2－1音域
岡田さんの元歌の歌唱における実音と山田の編
作曲の音域を比較すると、譜例2に示したように山
田の方が4度程高い。 この音域で容易に歌うために
はある程度の西洋クラッシックの発声法を学び、習
譜例2　岡田さんの歌唱と山田編作曲の音域の比較
網田さん級桐の1着　　　　内田さん歌詞の2・3番
得していることが必要とされる。一一方、岡田さんの
歌唱は、自分がもともともっている音域で自然に歌
った結果といえる。
2－2声質について
岡田さんの元歌の歌唱の声質は言葉の語りかけに
非常に近い。そのような声質は、子どもを寝かしつ
けたり、あやしたりするのに相応しい声質といえよ
う。一方、山田の編作曲では芸術歌曲の音楽表現が
求められており、そのためには西洋クラッシック歌
曲の発声と声質で歌うことが必要とされる。 それら
を実現するためには、音の強弱に加え音色を自在Iと
コントロールできることが歌唱力として求められる。
このように元歌と山田の締作曲では、声質が大き
く異なるのである。山田の場合「こもりうた」の歌
唱にあたって子どもの存在は必要とされない。 聴取
の対象は大人である。 だれが、だれのために、－どの
ような目的で歌うのかの遣いが声質の違いとして現
れていると考えられる。
2－3リズム操作、テンポ操作、音高操作
元歌と山田の編作曲について、音高、音価の組み
合わせ、歌詞の配字の視点から比較すると、相違点
は、言葉とリズムおよび音高の関係、テンポの操作、
言葉と音高の関係、旋律の単純化の点が浮かび上が
る。次にこれらの点について検討しよう。
（1）言葉とリズムの関係
言葉とリズムの関係についてみてみたい。 例えば、
歌詞の「おきて」のリズムをみると、語例1に示し
たように、元歌のリズムはであるのに対して、
山田の編作曲ではとなっている（譜例lの③
参照）。後者は、日本の「わらべうた」や民謡等によ
くみられるリズム操作であり、言葉を明確にする際
に行われる。山田は編曲の際に、そのようなリズム
操作を踏襲したのではないかと考えられる。 このよ
うな箇所は他にもある。
（2）テンポ換作
「こもりうた」は本来、子どもを精神的に安定さ
せ、寝かしつけたり、あやしたりする歌である。 そ
のため、終始、安定したテンポで語りかけるように
歌いかけられることが多い。 その際に生じるテンポ
の変化や音色の変化はごく自然な範囲のものであり、
音楽表現を意図するような人為的な操作とは異なる。
岡田さんの歌唱においても、例えば歌詞の「かわい
さ」の部分に多少の揺れが感じられるものの、全体
を通して淡々と歌いかけられており、強弱やテンポ
についての顕著な変化はみられない。
一方、山田の編作曲では、テンポの意図的な操作
が頻繁に指示されており、テンポ換作が一つの音楽
表現手段となっている。 その結果として、例えば、
「おきてなくこの－」のフレーズにみられるような
音楽的な高揚感が喚起される。 また、歌の最後の部
分に現れる「ねんころろん」では、本来のテンポ感
が取り戻されているものの、それ以外の部分では、
テンポ操作が頻繁に行われている。 、このような頻繁
なテンポ操作は、山田耕符の歌曲の様式の一つの特
徴であり、「からたちの花」「この道」等の他の歌曲
にもしばしばみられる。
（3）．言葉と音高の関係
山田耕符の歌曲の作曲技法に共通する特徴の一つ
として、日本語の高さアクセント（以下、アクセン
ト）の重視がある。それは、旋律の高低の動きを共
通語のアクセントに一致させるというものであり、
「中国地方の子守歌」においても同様の傾向がみら
れる。例えば、「あすは」にそのような音高操作がみ
られる（譜例1の⑥参照）。元歌の「あすは」では、
旋律の高低が共通語のアクセントと一致していない
ことから、それを避けるために、その部分の音高を
同音にとどめたと考えられる（譜例3参照）。 また、
「この子の」でも同様の音高操作がみられる（譜例
1の⑥参照）。共通語の場合、「この子の」を、その
後に続く語との関係を無視して単独に発語するなら
ば、最初の「の」が高くなる。 それに対し、共通語
の場合一般に「この子の」に「ねんころろ」が続く
時には「この子の」は「ねんころろ」に対して形容
詞的修飾語となる。文節の終わりにある助詞「の」
が高くなり、このことによって2つの句が結びつく。
山田締作曲でも、文節の終わりの助詞「の」で音高
が上げられている。そのため「この子のねんころろ」
という一つのまとまり感が強まると共に、「この子
の」が強調される形となっている。 ここにも日本語
の抑揚を活かした山田耕作の作曲技法がみられる
（表3参照）。
表2リズム操作
2－4強弱法
元歌の歌唱では意図的な強弱の変化はみられず、
全体を通して淡々と歌われている。 一方、山田は楽
譜にこと細かく強弱記号を記している。 強弱の変化
が音楽表現の必須の要素として求められている（譜
例1参照）。
2－5ピアノ伴奏の付加
ピアノ伴奏の付加は、元歌と山田の編作曲にみら
れる音楽構造上の最も大きな相違点である。 山田は、
歌の1番、2番、3番に対して、それぞれ異なったピ
アノ伴奏を付けている。 このことによって、旋律自
体は有節形式風に歌われるものの、曲全体は適作形
式風になっている。それは、（1）リズムの変化（2）
類似した旋律における音高（音域を含む）や和声付
けの違い（3）音色、等によって具現化されている。
それらについてみていくことにする。
（1）リズムの変化
ピアノ伴奏のリズムの基本的進行をみると、全体
を通して1小節に4分音符2つによる2拍子のリズ
ムが曲の進行の基盤になっている。 しかし、1番、2
番、3番と進んでいくにしたが、つて、リズムは徐々
に動きのあるものとなっている。 例えば、2番では
右手パートが分散和音になる、左手バートのリズム
が変化する、左手のリズムに動きが生じる等の動き
がある。さらに3番になると両手パートの呼応する
動きや、短前打音の出現等があり、第3－第4小節
目の両手によるアルペジオに向かって次第に高揚し
ていくような伴奏の構造になっている。
‾（2）類似した旋律における音高（音域を含む）や和
声付けの遣い
1番から3番までの旋律にみられる類似した旋律に
＊前奏を除き、歌いだしをとした．
対して、リズムだけでなく、音高（音域を含む）や
和声の異なるピアノ伴奏が付けられている箇所があ
る。ピアノ伴奏の違いによって、類似した旋律であ
りながら、それぞれに異なった雰囲気が醸し出され
ている。それは例えば、1番の＜起きて泣く子の＞、
語例4類似した旋律に対するピアノ伴奏の変化
2番の＜明日はこの子の＞、3番の＜一生この子の＞
にみられる。
（3）音色
1番から3番まで、それぞれに発想記号が付けら
れている。 1番ではmoltamabile、2　番では
delicatissim0、3番ではsognandunPOCO（sognand：夢
みるように）の指示がある。 このように、歌の進行
に応じて表情や音色を変化させることが求められて
いる。 そのことがピアノ伴奏のリズム変化や音域の
変化、あるいは和声付けの変化と相まって、歌の表
情に豊かな色彩を添えている。 このような多彩な色
彩は、元歌からは全く感じられない。
さらに、旋律全体を通してホ短調風の和声の中に
4度の付加や5度進行がみられる。日本的な旋律に
対応するように和声付けの工夫されている。
このように、山田のピアノ伴奏では、1曲の進行
の中で、リズムや音域、和声、音色が変化しており、
表5　音楽の目的、機能からみた元歌と編作曲の相違点
それが旋律の推進力として大きな役割を担っている
と考えられる。山田自身は、この伴奏について「伴
奏は特に各節とも異なった色彩が施されている」と
述べている（注5『山田耕作全集第5巻』第一法規
出版p36）。山田は、ピアノ伴奏の変化によって表現
効果をねらっているのである。 山田の楕作曲ではピ
アノ伴奏が音楽表現上、大変に重要な役割をもって
おり、旋律とピアノ伴奏が一体化していることが大
きな特徴である。
3音楽の目的、機能の視点からの考察
元歌と山田の箱作曲について、音楽の目的、機能
の視点からみてみたい。 双方の曲について、歌唱者、
聴取者、歌唱目的、歌唱の特徴、伝承形態、音楽の
背景の各視点から検討し整理すると表5のようにな
る。
表5のように、全ての視点において違いがみられ
る。中でも注目したいは、歌唱の日的、機能の相違
である。歌唱の目的や機能は、音楽表現に直接的に
関わるものである。したがって、前述した元歌と山
田の編作曲にみられる音楽的特徴の相違は、歌唱の
目的や機能の違いに関係すると考え，られる。
4まとめ
本来「こもりうた」は、子どもを寝かしつけたり、
あやしたりする目的で歌われる歌である。 一方、山
田の編作曲は「子守歌」と題されてはいるものの、
「こもりうた」本来の機能はみられない。 そこで求
められているのは芸術的な音楽表現である。 歌唱に
あたって子どもの存在は必要とされず、一般大衆が
聴取の対象である。すなわち、元歌と山田の編作曲
は本質的異なるものである。
旋律に関していえば、元歌と山田の柘作曲では大
きな遣いはない。しかし、音楽構造上の大きな相違
点が、歌に関する音楽表現の工夫（音域、音質、強
弱法、リズム操作、音高操作、テンポ操作）とピア
ノ伴奏の付加の2点で存在する。 具体的には以下の
4点である。
1）共通語に基づいた意図的な音高操作とリズム換
作、強弱や音色の変化させることよって、「こも
りうた」が本来もつ素朴な味わいが失われた。
2）本来「こもりうた」は比較的一定のテンポで歌
われる。 音楽表現として頻繁なテンポ換作が行わ
れ「こもりうた」本来のテンポの安定感が失われ
た。
3）本来、有節形式であるものが、リズムや和声等
の様々な変化を伴うピアノ伴奏が付加されたこと
によって、適作形式風になった。
4）本来、「こもりうた」の構成要素に無い和声がピ
アノ伴奏として付加された。 その際に、4度の付
加や5度進行など、日本的な旋律に対応するよう
な和声付の工夫がなされている。
学校音楽教育においては、生活の中から生まれた
歌を元にした芸術歌曲の学習は、芸術的視点からの
表現や鑑賞だけでなく以上のような分析を行うこと
によって、元歌に対する理解を深める学習活動を行
うことが必要であると考える。
5おわりに
元歌と山田耕搾編作曲「中国地方の子守歌」は、
旋律素材を同じくしながらも本質的に異なる。 元来、
生活の中にある音楽はそれぞれ固有の機能をもって
いる。それらは歌唱の音色、テンポ、ダイナミック
ス等と直接的に結びついている。 元歌にみられるリ
ズムや旋律は、子どもをあやしたり寝かしつけたり
する目的と不可分の関係にある。 と同時に、その歌
を歌う人や、地域の人々がもっている音楽感覚がリ
ズムや旋律に影響を及ぼしてているのである。 一方、
編作曲にみられるリズムや旋律は、編作曲者が元歌
を開いて受けとめたものが、その人自身の音楽的表
現として再構築されたものなのである。
今日多くみられる、生活の中から生まれ伝承され
てきた旋律を素材とした編作曲は、元歌との関係に
おいて、音楽のもつ正統性と変容について考えてい
く上で興味深い。
【注】
1）本研究では、子どもに対して歌いかけられる歌
を包括的に示す語（一般的な名詞）として「こも
りうた」を用いる。 そこでは、曲として一般に認
識されている歌だけでなく、乳幼児に対して養育
者が発する即興的な旋律や旋律風の言葉かけ等も
含む。また、作曲者が明らかな「こもりうた」に
ついては、それぞれの作曲者の用いた表記を用い
ることにする。 研究者の文章を引用する場合には、
用いられている文字を使用する。
2）『山田耕搾全集第5拳』（第一法規出版）の解説
欄p． 35－36で山田自身が次のように述べている。
「テナー歌手上野耐之氏が、その故郷に伝わる〔こ
もりうた〕を、新橋の事務所で歌ってきかせた。
忘れられて消えてしまうには惜しいメロディ。 こ
れにピアノ伴奏をつけたのを、日響楽譜の一篇と
して出版した。」
3）「初代伝承者」に関して、1996年2月15日付の
山陽新聞記事に、岡田さんのコメントとして掲載
されている。
4）加藤晴子「山田耕搾編作曲『中国地方の子守歌』
とその元歌の比較考察一学校音楽教育における学
習の可能性－」『芸術教育実践学第5号』芸術教
育実践学会原稿受理2004年3月発行予定。
5）『山田耕符全集第5巻』（第一法規出版）の解説
欄p．36で山田自身が作品について述べている。
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Abstract : The purpose of this study is to make clear the differences between the lullabies as an artistic composition and
lullabies sung among peoples in daily life. The analysis was done from a viewpoint of the music education. As a case
study, I compare "Chugoku-Chiho no Komoriuta" arranged by YAMADAKosaku with its origin.
The traditional variants of the origin have been sung among people living around Ibara-City, in Yakage-Town in Oda
Country in Okayama-Prefecture, and the Geiyo Islands in the Seto-naikai. These lullabies are more or less different from
each other in their texts and melodies. It is told that Yamada had listened to a lullaby of Ibara-City sung by UENO Taishi.
Therefore, I compare the lullaby sung by Ms. OKADATaeko who is one of his relatives and the transmitter of the lullaby
with Yamada's composition.
Result of analysis of lullabies are summarized as follows ; 1) the melodic lines of two lullabies are almost same, but
several differences are found in detail, for example, voice range, timbre, dynamics, addition of piano accompaniment,
rhythmic treatment, melodic line, and tempo. 2) The original lullaby has a role to put down or lull a baby, while, Yamada's
one has not the same role as the origin does. 3) The purpose of arrangement was to express the feeling of lullaby
musically. It does not need any existences of children. The differences of these functions influence to their musical
elements.
Nowadays, many arrangements have been done as Yamada did. Making efforts to arrange lullabies, a lullaby may develop
in other way froma song for babies care, and lose its original function.
